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  1．子ども・老人をもつ主婦調査     2．地下街通行者に関するアンケート
  3．神奈川県西部地震説と小田原市民
 これらは住民の災害意識を探るための調査である．一般にこの種の調査は，回答の信頼性が低いため，
慎重を期して実施したものである．都民の多くは大地震の経験も乏しく，それらを配慮しての追調査で
あり，適切な実態を知るためである．
 3）本研究の今後
 自治体だと多くの地域統計資料を加え，総合的た諸問題について，1991年の秋，第28回自然災害科学
総合シンポジウムで研究発表することにたっている．
 本研究は，今後とも各自治体との連絡・提携を絶やさないように協力しつつ進めていく予定である．
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